
令和 7年度 第 7回庄内町振興審議会【会議録】 

 

日 時 令和 8年 1月 22 日(木)18：30～20：45 

場 所 庄内町役場 B棟 2F 会議室 1 

 

出席者 門松秀樹会長、佐藤道子職務代理、梅木 均委員、秋葉正一委員、大滝敬一委員、 

川井利光委員、渡部菜穂子委員、齋藤吉昭委員 

（事務局）樋渡企画情報課長、我妻企画情報課長補佐、加藤主査 

欠席者 斎藤克行委員、中野智委員、渡部幸雄委員 

 

１ 開 会 18：30 樋渡企画情報課長（進行） 

 

２ 会長あいさつ 

皆様こんばんは。大変お忙しい時間、また本格的な寒波の到来で大変厳しい中、誠にあり

がとうございます。本日、振興審議会としては審議最終回となり、答申について第 3次総合

計画と第 3期まち・ひと・しごと創生戦略についてこれまでの議論をまとめて答申につなげ

てまいりたい。委員の皆様の忌憚のないご意見をお願いします。 

 

3 報告事項等 

本日の日程と資料の確認 

    

4 協 議 

(1) 第 3期庄内町まち・ひと・しごと創生総合戦略について【諮問第 7号】  

  【資料 1】第 3期庄内町まち・ひと・しごと創生総合戦略にかかる確認事項 

  【資料 2】諮問第 7号_答申書（案） 

  資料概要説明 

基本目標 1から順に意見をもらう。 

【会長】第 3次庄内町まちひとしごと創生総合戦略について、それぞれの基本目標に関連す

る事項についての当審議会からの意見と、項目全般にわたる総括的事項ということ

での意見を取りまとめている。 

まず、それぞれの項目ごとにご意見を御検討いただければと考えているとこだが、最

初に総括的事項について、追加すべき項目が必要ないか、あるいは取り上げられてい

る意見を見て、文言の修正や、追加などを含め、ご意見をいただきたい。 

【委員】1点確認したい。この答申について、読み手はどの程度の学力というか 

読解力が必要か、参考にお聞きしたい。 

 



【事務局】答申書は、町長はじめ町職員が共有して、それに対しての改善策を検討するが、 

振興審議会の会議録は全て公表されるものなので、町民の皆さんが理解しやすい表 

現であることは大事なことと考える。 

【会長】あまり一般的でない言葉が用いられている場合に、注釈等をつけるといったような

配慮が必要になるのではないかということにつながっていくと思う。 

一般的でみんな聞けばわかる言葉なのかどうかということについてのご意見なども 

あれば、意見をお願いしたい。まず総括的事項について、ご意見をお願いしたい。 

（特になし） 

【会長】総括的事項としては、案のとおり、答申とする。 

 

基本目標 1について 

【会長】基本目標 1について、委員の皆様のご意見をいただきたい。 

【委員】多重的、複層的という言い方は、わかりづらいと思う。 

【事務局】この表現がなくても十分意味が伝わるので、削除したいと思う。 

【会長】なるべくシンプルな表現のほうがよろしいかと思う。ほかにご意見はいかがか。 

（特になし） 

【会長】基本目標 1については、指摘いただいた多重的、複層的なという文言を削除して、 

残りの部分については、原案をもって委員会の答申とさせていただきたい。 

 

基本目標 2について 

【会長】基本目標 2について、ご意見、ご質問等あればお願いしたい。 

【委員】（2）の子育てに関する支援について、給食の無料化のことが書いてあり 

ます。庄内町の給食は、地域のもの、地産地消のものを取り入れるなど、町のふるさ 

と教育をしながらの給食を提供しているのではないかと思っている。 

無償化にすることによって、予算が削られて、このような教育がなくなってしまうの 

が怖いという意見を聞いたことがある。その辺はどうなのかなと思う。 

【会長】地域の食材の使用や伝統的な食文化など、これまで給食で行われてきた食育のよう 

な部分が、国の基準で給食の無償化を実現するときに削除されてしまうのではと懸 

念されるということか。 

【委員】地域の食を大切にするということを一言加えていただきたい。 

町の予算がないから、給食もこれしかできないということにならないように。 

食の質を確保するというようなニュアンスを入れてほしい。質というよりも地域教 

育というか、地元のお米や特色ある野菜を使ってほしい。大黒様の納豆汁など地域行 

事を給食で経験してほしいと思っている。 

【会長】給食費の無償化のところに、郷土食、地元の特徴、特色を生かした給食の質を維持 

しつつというようなニュアンスの文言を追加して、現行の給食の質は維持する、その 



上での無償化であるということが伺えるように文言を調整していく。 

ほかに意見はいかがか。 

（特になし） 

【会長】給食費無償化のところを追加修正し、その他の点については、原案を本審議会の答 

申ということとさせていただく。 

 

基本目標 3について 

【会長】基本目標 3委員の皆様からお気づきの点、ご意見等お願いをしたいが、いかがか。 

フィルムコミッションという言葉が一般的かということで御意見があった。こちら

は注釈をつけということでよろしいか。 

【事務局】総合戦略の方にも注釈をつけるので、こちらにも注釈をつけることとする。 

【会長】基本目標 3に関して、ほかのご意見等いかがでしょうか。 

【委員】移住定住促進については仕事紹介に対しては、企業との連携を生かしつつの部分に

かかるが、住居確保という部分に具体的に何も記載されていない。例えば、空き家バ

ンクの情報を生かしつつなど、住居確保についても連携させるものがあった方がい

いのではないかと思う。 

【会長】空き家バンク等の情報提供や企業との連携を生かしつつということで、企業との連

携の前に空き家バンクに関する文言を追加する形で文言を検討する。 

【委員】2 点目のところで、町内高等学校の具体的な魅力化策を検討するとあるのですが、

これだと魅力がないようにとれる。 

魅力をより多く明確にして、それを具体的に進学、就職率がいいとか、専門分野に長

けているとか、学校の環境や設備がいいとかした方が良いと思う。 

【会長】庄内総合高等学校の具体的な魅力発信ではなくて、庄内総合高等学校の魅力を具体

的に活用する施策を検討といったような表現に改めることとする。 

 

基本目標 4について 

【会長】基本目標 4に関する答申案について、ご御意見等をお願いしたい。 

【委員】（5）の行政、住民、事業者の方と 3方よしを住民、事業者、行政の順番の方がよい

のではないか。 

【会長】並びを修正することでいかがか。 

【委員】デマンドタクシーなどデマンドというのは一般的な言葉なのか。私は高齢の方にデ

マンドタクシーを説明できないかなと思っているがいかがか。 

【会長】注釈を入れた方が主たる利用者となる高齢者の方にもわかりやすいということで

よろしいか。 

【委員】デマンド化を推進することに関して、高齢者のスマートフォン操作に配慮したシス

テムを整備すること、と記載しているが、システム自体を整備するということか、高



齢者の操作に配慮した講習会などをして、高齢者に覚えてもらうという意味か。 

【事務局】システムはなるべく簡単に操作できるようにしたいと考えている。 

スマートフォン操作について、講習会などを開いて皆さんが親しんで使えるように

することと、システムそのものを利用しやすくすることとを、両方をまとめすぎた表

現になっている。高齢者が利用しやすいシステムという表現に改めたい。 

【委員】スマートフォンの使用については、対象が高齢者なので心配。いわゆるタクシーの

配車アプリのようなものだと思うが。 

【委員】将来を見据えたまちづくりということで、今後、AI による産業変化というのは出

てくると思う。これから産業が変革していくことに対する対応も見据えた何かが表

現されていると、町民は町もいろいろ考えているのだろうというイメージが湧く気

もする。その辺は入れる必要はないのか。 

産業界の AI はもう既にかなり浸透していて、働く場も変わる。その変化に対応する

ような文言が必要と感じる。 

【委員】基本目標 3のところと重なるが、将来にわたって様々なことを続けていくには、地

元に対する愛着というものが必要になる。その郷土愛の醸成のための郷土の特色と

いうものが理解し、愛情が持てるような教育、愛着を持つようになるための郷土の伝

統などを保護する、共有するような登録制度などの仕組みが必要ではないか。審議会

の意見として追加をするというような形がいいかと思うが。 

【委員】今は求人してもなかなか人が来ない。やはり選択する人たちが魅力を感じていない

のだと思う。 

魅力というのは金額だけではない部分もあって、やりがいや、その人たちと一緒に働

きたいというようなこともあると思う。飛騨高山だったが、求人していても応募がな

かったそうだが、デジタル化を地域の中で進めていくなかで、頑張っていることを認

識してくれた若い人が、就職を希望してきているそう。地域貢献に対する意欲という

部分が、若い人にも響いたということだった。 

【委員】一生懸命に何かをしている人たちも重要な資源といえるのではないか。 

指定文化財や登録有形文化財という表現もあるが、それはそれでいい。ただ、そうい

う人と若い人たちもいるということを認識して、登録制度のような形で、地域全体で

盛り上げようというものもあっていいのではないか。 

   また、いくら AIが進化していったとしても、私たちが生活するために絶対外しては

ならないもの、人の手がかかる物流や、看護婦さんなど、絶対なくてはならないもの

が、ちゃんと庄内町にはあると言えないと、安心して暮らせない。将来的にも、きち

んと整っている町であることは、ぜひ入れてほしい。 

【会長】みなさんからのご意見は、各目標に共通する総合的なところも多い。基本目標の冒

頭に載せた方がよいのはないか。 

総括的事項の箇所には、各目標に共通する事務的な取り扱いなどになっているため、



将来を見据えて複数の項目にまたがることになると、総括的事項のくくりとも違う。 

項目的のものではないものとして、位置づけしてはいかがかと考える。 

ご意見等あればお願いをしたい。 

（特になし） 

【会長】それでは、第 3次庄内町総合戦略についての答申については、ただいま議論になっ

た部分の追加、修正、調整等々を行うこととする。 

 

 

(2) 第 2次庄内町総合計画後期基本計画概要と進捗状況及び第 2期庄内町まち・ひと・し

ごと創生事業の効果・検証について【諮問第 6号】 

【資料 3】諮問第 6号答申書（案）に対するご意見・確認事項 

【資料 4】諮問第 6号_答申書（案） 

資料概要説明 

 

【会長】全体意見については、ご意見はいかがか。 

（特になし） 

【会長】総務文教厚生分野からの答申として、（6）は２つのパターンで掲げている状況。ど

ちらが答申としてはよろしいかということも含めてご意見をいただきたい。 

【委員】下の内容がいいと思う。新しい団体というよりは、現状に対してどのような対策が

可能かということの方がいいのではないか。 

【委員】私も下の方がいいと思う。現実的に新たな団体というのは、人数的な問題も非常に

多い。人数を確保するというのが今大変な時代、既存の団体をレベルアップというか、

継続性が必要と感じる。 

【会長】（6）については、新しい団体を育成するということではなくて、既存の団体が、連

携、提携等によって活動を維持するという内容の方がより現実的でよいのではない

かというご意見をいただいたが、他にいかがか。 

下の方を答申とするということでよろしいか。 

【委員】；二つ足してはどうか。継続し、新規の団体も育成していくなど。 

【会長】基本としては下の案だが、担い手確保に努めるとともに、新たな団体の育成にも努

めることという形にして、両方の可能性を残すという形がよいのではというご意見。 

【委員】企業として花いっぱい運動などの事業は、時間以外に従業員からしてもらうことは

厳しい、朝早く来て水かけをしてもらうことは、なかなか難しい。 

【委員】企業は今そうかもしれない。集落の場合は水やりなど分担して、協調性、コミュニ

ケーションを持つということが一つの目的で、みんなで育てましょうというテーマ

がある。花いっぱい運動を理由にコミュニケーションの場を求めているのが自治会

の事業であって、企業の場合はそれとはまた違う。 



【委員】企業もやっぱり一緒に何か事業をすることによってチームワークができるなと思

っていたが。 

【会長】その他、文教厚生分野の答申案について、ご意見等はいかがか。 

【委員】（9）について、読んでいて違和感がある部分がある。暮らしの情報を充実させ、実

際の生活のイメージをわかりやすく示すことで、町の魅力を広く発信しとあるが、こ

の文章は前後を入れ替えた方がいいのかと感じる。 

【会長】(9)については、暮らしの情報を充実させるという文言が何を意図するのかがわか

りづらい点を修正する。 

（6）については、基本的には下の部分とし、最後のところは担い手確保に努めると

ともに、新たな団体の育成にも努めることという両方に関しての努力する点につい

て、文言を整理させていただきたい。以上をもって、総務文教厚生分野に関する答申

とさせていただきたい。 

続いて、産業建設分野について、ご意見等いかがか。 

（特になし） 

【会長】特にご意見等ないということであれば、原案を答申とさせていただきたい。 

最後にまち・ひと・しごと創生総合戦略事業について、ご意見はいかがか。 

【委員】（8）について、わかりやすい時刻表を心がけて作っていただいていると思うが、な

かなか大変難しいなと思っている。DXで何かできたら便利になるかと思っている。 

【事務局】第 3期の総合戦略でも触れているが、現在、地域公共交通計画を策定中であり、

本当にすべてデマンド化でできるのかというのも実証実験をしながら、取り組んで

いく。 

【会長】他にご意見が内容であれば、案を審議会の答申とさせていただく。 

3 その他について、ご意見いかがでしょうか。 

こちらについては、より具体的な事業等について、評価について配慮することをま

とめているところ。こちらについても、案のとおりの内容で審議会からの答申とさせ

ていただく。 

以上をもって、すべて審議いただいたということで終了したい。 

 

5 その他（進行：課長） 

今後のスケジュールについて 

◎ 日程確認 

〇 答申書校正終了  1 月 27 日（火）  

〇 答 申（会長）  1 月 29 日（木）10：00- 役場 A棟 3階応接室 

 

6 閉 会  20：45 樋渡企画情報課長（進行） 


